
ひょうご環境未来会議での
フューチャー・デザインの試行

環境科学会「持続可能な未来社会実現に向けた人材育成とエンパワーメント」
2025年3月1日（土）東洋大学白山キャンパス

公益財団法人地球環境戦略研究機関
関西研究センター フェロー前田利蔵

 兵庫県では、社会情勢の変化に対応するため、2019年に
策定した「第5次環境基本計画」の改定作業を進めている

 2050年を展望した計画となるため、2050年に社会の中心
を担う将来世代の意見を計画に反映させることを目的に
「ひょうご環境未来会議」を開催
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ひょうご環境未来会議 参加者の内訳
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計67名が参加
（15～61歳）

男女比ほぼ半々

［人数］

5グループ

6グループ

3グループ

計14グループ
（各グループ 4～7名）

3テーマ

計9校

計3校

ファシリテーター 計14名
（県 7名、IGES 7名）

6月1日（土）
豊岡

6月8日（土）
神戸

6月15日（土）
姫路 合計 割合

高校生 11 9 23 43 64%

大学生 1 3 2 6 9%

社会人 7 6 5 18 27%

合計 19 18 30 67 100%

男性 10 8 12 30 45%

女性 9 10 18 37 55%

4 5 4

4 4

7 4 6

4 6
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資源循環
3グループ

4 5 5 14 21%

合計
計14グループ

19
4グループ

18
4グループ

30
6グループ

67 100%

開催日
会場

参
加
者

グ
ル
ー
プ

(

選
定
テ
ー
マ

)

脱炭素
5グループ

21 31%

自然共生
6グループ

32 48%



資料の説明

グループワーク
発表

会議の
様子



ひょうご環境未来会議プログラム
10:00-
10:10 開会あいさつ、会議の目的や進め方の説明

10:10-
10:25 参加者の自己紹介

10:25-
11:10
(45分)

資料の説明
・ひょうごビジョン2050の概要（「未来を考え
る100のデータ」抜粋）

・第6次環境基本計画の概要（環境を取り巻く社
会・経済情勢、県の環境に関する現状）

・「脱炭素」「自然共生」「資源循環」に関する県
の課題や対策など

11:10-
11:15

関心のあるテーマごとにグループ分け
各4～5人

11:15-
12:00
(45分)

グループワーク１
現状分析と対策案の検討
• 2050年の目指す姿・あるべき姿
• 現状分析：何が課題か、何ができてい

ないか
• 対策案：何をすべきか、どうしたらそ

れを解決できるか

12:00-
12:15 検討結果の共有（各グループ2～3分）
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午前

13:00-
13:20

フューチャー・デザインの説明
大阪大学大学院工学研究科 原圭史郎教授

13:20-
14:20
(60分)

グループワーク２
将来人として2050年の社会像を描く
将来世代の視点で、2050年の社会像と価値
観の変化をイメージする

14:20-
14:30 休憩

14:30-
15:30
(60分)

グループワーク３
2024年の世代に施策の方向性と
アクションをアドバイスする
将来世代の視点で、2024年の世代が実施す
べき対策・施策の方向性とその具体的なア
クションを2024年の世代にアドバイスする

15:30-
15:50 発表 各グループの提言の共有（各3～4分）

15:50-
16:00

まとめ 振り返り、感想や気付きの共有
事後アンケートの記入

午後

フューチャー・デザイン
の手法を取り入れて実施

学術指導
（サポート）

• 名前、所属
• 自分はどのような人か
• 参加理由・期待すること
• 関心のあるテーマ・分野など

アイスブレイク

事前に資料を配布
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グループごとに複数のテーマ
を選んでも構いません

グループワークのルール
• 自由に意見を出し合う
• 発言は短く、簡潔に
• 発言を遮らない、否定しない
• お互いの意見を尊重する
• 「議論」ではなく「対話」

関心のあるテーマごとに
4～5人のグループに分かれる
• 自分の意見の要点を付箋に書く
• わからないことはファシリテー

ターに訊く

議論が複数のテーマ
にまたがるグループ

が多かった

付箋に書かずに自由に意見交換する
グループが多かった（ファシリ
テーター・書記の役割が重要）

年齢層に幅がある
ほうが意見が出や

すい？



第６次兵庫県環境基本計画（案）の目標と施策体系
2025年度～2030年度
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(1) 脱炭素・自然共生・資源循環を基軸とし、環境価値を創出

○脱炭素、自然共生、資源循環を基軸として環境施策を展開
○環境施策により、経済の高付加価値化や地域社会の活性化、
文化の充実・継承にも貢献する環境価値を創出

○環境施策間のそれぞれの関係性を踏まえ、トレードオフを
最小化しつつ、相乗効果を最大化

(2) 人と自然にとって健全で快適な環境を確保し、
これを土台として環境施策を展開

○施策推進の前提として、健全で快適な環境が土台となることを認識
○人にとっての安全だけでなく、
人と自然にとって健全で快適な環境を確保

(3) 共創力を発揮するとともに、その担い手を育成

○多様な主体が境界を越えて積極的に協働を図り、
イコールパートナーシップに基づく共創力により環境施策を推進

○これまで進めてきた環境学習・教育をより一層推進し、その担い手を育成

施策体系

目標
○ 県民一人ひとりにとっての豊かな環境、Well-being（高い生活の質）の確保

○ 将来にわたる持続可能な環境・経済・社会の実現

目指す姿
• ゆたかな暮らし
• 生活の質の向上（Quality of life）
• 持続可能な社会・環境
• 地方創生
• 幸福度の向上（Well-being）
• 社会・経済・環境の視点



第６次兵庫県環境基本計画（案）の実現に向け、
多様な主体とのイコールパートナーシップにより施策を推進

行政（国・県・市町）
・政策・計画策定
    ⇒方向性や目標を示す
・制度設計・ルールづくり
⇒規制、罰則、補助

・予算配分、執行

県民（議会）
・施策の提案
・施策の評価

事業者
・事業化・製品化・サービス化
・技術開発、雇用、人材育成

教育機関（小・中・高・大学など）
・教育、研修、能力向上
・人材育成

8

NPO
・環境活動、普及啓発、人材育成

ひょうご
環境未来会議



第６次兵庫県環境基本計画に
反映される
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コラムイメージ

本会議の意見を反映した箇所は
「ひょうご環境未来会議！」マーク

６

第6次兵庫県環境基本計画（案）
兵庫県環境審議会総合部会・環境基本計画
検討小委員会にて審議されている

ひょうご環境未来会議
の提案が提示される



参考：岩手県矢巾町「第７次矢巾町総合計画後期基本計画」

10出所：「フューチャー・デザインを活用したまちづくり」岩手県矢巾町企画財政課

参考
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出所：「⽇本における気候市⺠会議の開催の動向」
三上直之名古屋⼤学⼤学院環境学研究科、気候⺠主
主義プロジェクト代表

気候市民会議の
広がり

参考
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環境基本計画と
個別計画の関係

温暖化対策

資源循環

生物多様性

鳥獣保護管理

森づくり

バイオマス活用

自動車

瀬戸内海の環境保全

環境率先行動
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https://hyogo-vision.com/

めざす姿：誰もが希望を持って生きられる
一人ひとりの可能性が広がる『躍動する兵庫』

ひょうごビジョン2050

■５つのめざす社会
自分らしく生きられる社会
➀自由になる働き方
➁居場所のある社会
➂世界へ広がる交流

新しいことに挑戦できる社会
➃みんなが学び続ける社会
➄わきあがる挑戦
➅わきたつ文化

誰も取り残されない社会
➆みんなが生きやすい地域
➇安心して子育てできる社会
➈安心して長生きできる社会

自立した経済が息づく社会
➉循環する地域経済
⑪進化する御食国
⑫活動を支える確かな基盤

生命の持続を先導する社会
⑬カーボンニュートラルな暮らし
⑭分散して豊かに暮らす
⑮社会課題の解決に貢献する産業

2022年3月

脱炭素

資源循環

自然共生

2019年度～21年度
県民1万人以上の声を反映
・ビジョンを語る会 計95回
・ビジョン出前講座 計18回
・地域未来フォーラム 計17回
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脱炭素

自然共生

ライフスタイル

自然、農村・森林
野生動物

ひょうごビジョン
2050のサンプル
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自然共生
自然の豊かさ
山、川、海

ひょうごビジョン
2050のサンプル
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資源循環
循環経済

コミュニティビジネス

ひょうごビジョン
2050のサンプル



抜粋 60枚を配布
資料・説明資料に

19
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第６次兵庫県環境基本計画（仮称）骨子（案）
第１章環境を取り巻く社会・経済情勢
第１節世界の状況

人間の活動が地球システ
ムに及ぼす影響を客観的

に評価した研究

９つの指標のうち６つが
地球の限界（プラネタ
リー・バウンダリー）を

越えている

脱炭素

資源循環

自然共生

兵庫県環境審議会
の説明資料の抜粋

配布資料・当日説明
資料のサンプル



第２章県の環境に関する現状
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第１節 ｢脱炭素｣に関する現状

県内でも猛暑日・熱帯夜の日数は
増加傾向を示している

年間猛暑日・熱帯夜日数

猛暑日：日最高気温が35℃以上の日

熱帯夜：夜間の最低気温が25℃以上の日

（ここでは日最低気温が25℃以上の日を統計処理）

図中の緑の棒グラフは毎年の値、青い折れ線グラフは5年
移動平均値、▲は観測所の移転を示す。
移転の前後で観測環境が異なるため、移転の前後は比較
できません。神戸は1999年に観測所を移転している。

出典：気象庁ホームページ

配布資料・当日説明
資料のサンプル



第１章環境を取り巻く社会・経済情勢
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第２節国内・県内の状況

日本近海では、海水温の上
昇により、北海道でのブリ
の豊漁やサワラ分布域の北
上、マサバの産卵場の北上
などが確認されている。水
稲の品質低下などの農業被
害も懸念される

日本近海の全海域平均海面水温
（年平均）の平年差の推移

兵庫県（瀬戸内海）の

漁獲量（養殖を除く）

配布資料・当日説明
資料のサンプル



第２章県の環境に関する現状
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第２節 ｢自然共生｣に関する現状

シカ、イノシシ、カワウなどによる農林水
産業や人間の生活環境などへの被害が深刻
な状況。また、シカの食害による下層植生
の偏りや生態系の劣化が懸念される

野生鳥獣による農林業被害額の推移

シカの食害による
生態系への影響

シカの食害により、多く
の地域で下層植生のうち
シカの嫌いな植物だけ残
るといった偏りを招いて
おり、希少種を含む植物や、
特定の植物に依存して生
息する昆虫類の減少など、
生態系の劣化が懸念され
ている

下層植生衰退の状況
(2022)

配布資料・当日説明
資料のサンプル



第１章環境を取り巻く社会・経済情勢
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第２節国内・県内の状況
県人口の6割が県土面積の14％にあたる
神戸・阪神地域に集住しており、地域の
人口偏在化により、耕作放棄地が増大し
森林の不十分な管理による荒廃が深刻化

出所：総務省「過疎地域等における集落の状況に関する現況把握調査報告書」（令和2年3月）

過疎地域の集落で発生している問題や現象

配布資料・当日説明
資料のサンプル
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第１章環境を取り巻く社会・経済情勢

（出典：令和５年版環境・循環型社会・生物多様性白書）

第１節世界の状況 人間活動の影響により過去50年間の地球上の種の絶滅は
大幅に加速。2030年までに生物多様性の損失を食い止め
回復させる「ネイチャーポジティブ」達成に向け、自然
保護活動だけでなく、気候変動対策や循環経済への移行
などに取り組む必要あり

1500年以降の絶滅 生物多様性の損失を減らし回復させる行動の内訳

配布資料・当日説明
資料のサンプル



第１章環境を取り巻く社会・経済情勢
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第１節世界の状況 プラスチック生産量は容器包装用途を中心に世界的に増大
しており、現状のペースでは2050年までに250億トンの廃
棄物が発生し、120億トン以上が埋立・自然投機される。
海に流出するプラごみが2050年に海洋中の魚の量を超える
との試算もある

2015年の産業分野別の
世界のプラスチックの生産割合

プラスチック廃棄物発生量の推計

配布資料・当日説明
資料のサンプル



第２章県の環境に関する現状
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第１節 ｢脱炭素｣に関する現状
兵庫県は2030年度に再生可能エネルギーによる
発電量100億kWhを目標としている。太陽光発電
は年々増加しているが、森林破壊やパネル廃棄
等の懸念も生じている

県内の再生可能エネルギーによる発電量の推移

※再エネ比率 （＝年間発電量合計／想定県内電力消費量37,658百万kWh×100）

配布資料・当日説明
資料のサンプル



第１章環境を取り巻く社会・経済
情勢

29

第２節国内・県内の状況

播磨臨海地域では、エネルギー多消費型産業が
集積し、他港湾との連携が容易といった特徴を
活かし、地域の面的な脱炭素化と水素等のサプ
ライチェーン拠点形成を目指す「カーボン
ニュートラルポート」形成に取り組んでいる播磨臨海地域のカーボン

ニュートラル化の取組み

配布資料・当日説明
資料のサンプル



第１章環境を取り巻く社会・経済情勢
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第１節世界の状況

日本のエネルギー自給率は諸外国と比較
して低く、化石燃料の輸入は貿易収支を
悪化させる要因となっている

配布資料・当日説明
資料のサンプル



選定テーマ：＊＊＊＊
2050年のあるべき姿
・
・
・

現状分析（課題）
現状どのような課題があるか
何かうまくいっている点はあるか
・
・
・

対策案
2050年を見据え、2030年までに何をすべきか
・
・

グループワーク１ 現状分析と対策案の検討

31

ファシリテーターが
みなさんの発言の要点を
この枠組みで整理します

45分

20分 25分

自由に意見を出し合う
話題提供の中で気になったことや、
さらに知りたいと思ったことから



なぜそれが起きている
のか？

どうしたらそれを解決
できるか？

出所：【5分でわかる】問題解決手法・フレームワーク【4つの解決プロセス】 32

バックキャスティング

分析ツール -1
対策案の考え方

2050年
めざす姿

参考



PEST分析

出所：Keywordmap Academy https://keywordmap.jp/academy/marketing-framework/ 33

市民

何がボトルネックなのか？

政策
法制度
規制
外交

価格インセンティブ
補助金
罰金
炭素税

イノベーション
研究開発

意識改革
行動変容
住民の支持

分析ツール -2
対策案の考え方

参考



フューチャー・デザインとは？

出所：一般社団法人フューチャー・デザイン

34

現世代が将来世代のためなら
喜んで我慢をしたい

私たちは、自分の子どもたちのためになるこ
となら、自分が我慢してでも、やってあげたい
と思うことがあります。こうした気持ちが親と
子との間だけではなく、現世代と将来世代との
間にも成り立つとき、すなわち、現世代が将来
世代のためなら喜んで我慢をしたいという気持
ちを持つとき、現世代は「将来可能性
Futurability」を持つと定義したいと思います 出所：

高知工科大学フューチャー・デザイン研究所

長期的な問題の解決にあたり、例えば、
政策を検討する場に将来世代の代表者とし
ての役割を持つ「仮想将来世代」を創出し
て、将来世代の視点から現在の政策を考察
するなど、将来世代の利益を考慮した意思
決定のための仕組みづくりを実践し、今を
生きる我々と将来世代の双方にとって最適
な解決策を導こうとするもの

フューチャー・デザインは、
持続可能な自然と社会を将来世
代に引き継ぐために、新たな仕
組みをデザインし、現在の社会
の仕組みである市場や民主制を
何らかの形で制御しようとする
新たな分野です。たとえば、将
来世代の視点に立ち、将来世代
の利益を代表する役割を与えら
れた人々（仮想将来世代）は、
通常の現代世代の人々とは異な
る思考をして、将来世代の利益
を擁護することが実験や実践で
分かってきました

出所：近畿地域エネルギー温暖化対策推進会議

参考



できごと（2050年から振り返る） 2050年の社会像

文章化

グループワーク２ 2050年現在の社会像を描く

2024 2030 2040 2050
・暮らし、ライフスタイル
・生業、仕事
・まちや社会の構造
・

環境分野の社会像
・選定テーマについて
・

35

自分の年齢のまま2050年に
タイムスリップし、

将来世代の気持ちで考える

60分

ファシリテーターが
みなさんの発言の要点を
この枠組みで整理します

2050年のことを「現在形」で、
それ以前のことを「過去形」で話す

2050年の名札を付ける

社会への影響（価値観、暮らし、産業・・・）

例）2050年の兵庫県では、環境の状況（温暖化、災害、資源問題、生物多様性な
ど）は・・・となっており、私たちは・・・のような生活を送り、・・・
といった価値観が社会の中心になっている。・・・といった生業の人が多
く、・・・・といったまちの姿が普通になっている



選定テーマの社会像：＊＊＊＊

対策・施策の方向性
・
・
・
・

具体的なアクション
2030年までに実現
・
・
（2040年までに実現）
・
（2050年までに実現）
・

2024年の世代へのメッセージ（手紙）
・

グループワーク３ 2024年の世代へのアドバイス
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60分



現状分析（課題）
・温暖化の進行：熱中症による死亡者の増加
・火力発電への依存、PVの設置場所が少ない
・公共交通が不便（自家用車のほうが便利）
・新築住宅へのPV・蓄電池の設置は高価
・耕作放棄地の増加、化学肥料の利用増
・温暖化を他人事と思っている人が多い
・環境よりも自分の生活のほうが大事

対策案
・電気代を高くする、排出権取引
・耕作放棄地や廃校へのPV設置
・自動運転による公共交通や物流の改善
・建築物の断熱性能の向上
・自然農法や有機肥料への転換、地産地消
・自然の中での体験学習
・研究開発への投資、民間投資の促進

2050年の社会像
・温暖化の進行：外出できない、ドローン宅配
・自然災害の増加：災害対策、移住が進む
・水・食料・資源の争奪
・自動化、ロボット化、AIの発達：仕事が減少

・カーボンフットプリントによる消費行動変容
・農地や耕作放棄地での営農型太陽光発電
・オンライン授業、AR・VRの活用
・通勤がなくなり、自家菜園・自給自足が増加
・国の社会保障能力の低下による自助の機運

対策・施策の方向性
・再エネ開発、エネルギー自給率の向上
・技術開発、人材育成
・レアメタルの確保、修理して長く使う
・公共交通の利便性向上、交通の電化
・食料自給率の向上、森林保全
・津波・地震対策
・気候変動・地球環境の体系的な学習
・環境保全に力をれる政党を与党に

具体的なアクション
・研究・技術開発への投資、研究者の待遇改善
・建物へのPV設置（ZEB/ZEH化）義務化
・電気のない生活体験、車を使わない日
・都市鉱山、回収・リサイクル技術の向上
・個包装廃止、容器リユース義務化
・木造建築の国産材利用の義務化
・CFP表示、CO2排出量開示の義務化
・地球環境・脱炭素を義務教育の必修科目に

主な提言：脱炭素（計5グループ）
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ワーク１

ワーク２

ワーク３



現状分析（課題）
・温暖化の進行による生物多様性の悪化
・山林・竹林の荒廃、鳥獣害被害の増加
・狩猟者の高齢化、なり手不足
・耕作放棄地の増加、食料自給率の低下
・農薬・化学肥料多用による土壌汚染
・生物多様性の低下、外来種の増加
・地域活動をリードできる講師人材の不足
・自然への関心の低下

対策案
・ジビエ・昆虫食の普及、ハンターの育成
・野生鳥獣の個体数の管理
・自然農法（有機農法）の普及、土壌分析
・外来種の駆除／在来種とのバランスを保つ
・学校を地域活動の拠点に、教育、自然体験
・企業による森づくりの推進
・自然素材の利用促進
・地方・田舎への移住促進

2050年の社会像
・温暖化による生物・植物の種類・数の減少
・外来種の増加
・居住地と自然の距離が広がる関心の低下

・過疎地域を自然に戻す
・空地の畑化、野菜工場食料自給率の向上
・機械化・効率化により農業従事者の増加
・野生動物の生息数の把握被害の低減
・代替肉や昆虫食の普及畜産業の負荷低減

対策・施策の方向性
・環境にやさしい素材の開発
・自然共生の目標とアクションプランの共有
・自然共生の基盤づくり（地域コミュニティ）
・自然共生への人々の意識の向上
・啓発だけでなく強制力をもたせる
・元々の自然を大切にする
・人と自然と機械の共生

具体的なアクション
・再エネ・未利用エネルギーの利用
・研究開発への投資、人材育成、技術研修
・森林の機能（生態系サービス）の評価
・高校生による普及啓発動画の作成・発信
・VR・ARによる映像体験・シミュレーション
・企業活動の評価、生物多様性保全の義務化
・CO2削減活動の効果の可視化

主な提言：自然共生（計6グループ）
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ワーク１

ワーク２

ワーク３



現状分析（課題）
・資源循環が自分事になっていない
・大量生産、大量廃棄（衣類の廃棄が多い）
・プラスチックの容器包装（見栄え重視）
・不法投棄が多い
・農薬を使って農産品・食品の大量生産
・地域資源循環ができていない（他国に依存）
・エネルギーを使いすぎ（自動販売機、AIなど）

対策案
・意識改革（ごみ処理の見える化、地産地消）
・新品価格を高くし、廃棄物の処理費をとる
・分別の徹底（市町村で義務付け）
・街なかにリサイクル回収BOXの設置
・リサイクルしやすい素材の開発（竹の利用）
・集約型コンポスト、家庭菜園
・再エネと省エネ

2050年の社会像
・AI活用による適量生産
・リサイクル可能な素材に統一
・プラから自然由来の素材の利用に転換
・最小限の包装（食べられる容器）

・新しい服がなくなる（リメイク、リサイクルコッ
トン、夏用・冬用がなくオールシーズン）

・フードロスなし（冷蔵庫が進化、AIが管理）
・生ごみや海洋ごみからエネルギー回収
・自動運転でごみ回収（お掃除ロボ、歩くごみ箱）

対策・施策の方向性
・価値観を新品からリペアへシフトする
・環境価値の高い製品のブランディング
・街をきれいにする
・AIによる生産量と廃棄量の把握
・製品を分解・処理しやすくする
・紙利用廃止、プラの代わりに竹製品利用
・海面ルンバでごみ回収（太陽光発電で駆動）

具体的なアクション
・学校教育（ごみ処理手法、リペア重視）
・企業の廃棄物データの公開、基準設定
・受注生産を増やす
・新品を高値にし、修理品の利用を普通に
・デポジット制度
・ごみ箱利用料や分別費用の徴収
・自動分別する（入れたくなる）ごみ箱の開発

主な提言：資源循環（計3グループ）
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ワーク１

ワーク２

ワーク３
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参加者からのフィードバック
よかった点、勉強になった点

・地元の高校生が多く参加してくれたこと
・幅広い世代の考えを聞けたこと
・他人ごとではなく自分事として考えられたこと
・グループワーク（ブレスト）の時間が十分あり、
議論が深まったこと

・事前配布資料（もっと詳しくてもよかった）
・若者が意見表明できる場を作ることが大事
・行政に直接思いを伝えられる機会だったこと
・子どもだけでなく大人への環境教育が必要
・気候変動対策は産官学で県民誰もが参加できる
仕組みをつくらないと間に合わない

フューチャー・デザインの感想

その他、リクエストなど
気になった点、改善点

・長期的な視点で考えるきっかけになった
・長期的な対策が議論の中心になった
・未来からの視点に立つと自分を客観的に見れ、
アイディアや視野の幅が広がった

・今日の自分の行動が将来に反映されること
（現代世代の意見の楽観性）がわかった

・明るい未来も暗い未来もあるのがおもしろい
・データ分析等、今からやらないといけない
・未来をイメージしながら逆算的に解決策を考
えることは他分野（職場）でも役に立つ

・未来の視点から現状を分析するだけでなく、
過去の失敗の分析も必要

・技術開発によって解決する課題もあるので、
将来の状況の予測も大事

・この会議をもっと広く告知すべき
・今回のような自治体主導による高校生の意
見を取り入れる取組の継続

・県内の高校生による環境啓発動画の作成
・高校・中学の総合学習での出前授業
・各会場の結果の共有、結果が政策にどう活
かされたのか知りたい

・関心のない人にも知ってもらうことが大事
・具体的なアクションにつながるような仕掛け
も必要（自治会などにも協力したい人はいる）

・具体的な施策につなげてもらいたい
・この結果は本当に活かされるのか？
・まずは県庁職員ができることから始める
・農林水産業への支援（特に林業、ハンター）
・大人が期待する答えを探してしまう高校生
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パブリック・コメント 2024.12.20～2025.1.9

第６次兵庫県環境基本計画（案）

第４部具体的施策の展開
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